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第
２
０
４
通
常
国
会
は
１
５
０
日

間
の
会
期
を
終
え
６
月
１
６
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
な
ら
び
に
深
刻
な

状
況
に
あ
る
雇
用
や
国
民
生
活
へ
の

支
援
策
を
論
議
す
る
た
め
、
野
党
が

会
期
の
延
長
を
求
め
た
に
も
関
わ
ら

ず
国
会
を
閉
会
し
た
の
は
、
政
府
・

与
党
の
国
民
に
対
す
る
責
任
放
棄
と

言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
野
党
の
内
閣
不

信
任
案
提
出
は
当
然
の
こ
と
と
受
け

止
め
ま
す
。

今
国
会
で
は
医
療
制
度
改
革
関
連

法
案
に
お
け
る
後
期
高
齢
者
の
医
療

費
窓
口
負
担
増
額
や
、
改
正
特
定
商

取
引
法
で
の
書
面
交
付
義
務
の
電
子

化
容
認
な
ど
、
私
た
ち
が
反
対
し
て

き
た
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
ま
ま
成
立

し
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
す
。

世

論
の
強
い
反
対
で
入
管
法
改
正
案
は

取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
９
条
改

憲
に
道
を
開
く
国
民
投
票
法
、
監
視

社
会
を
招
来
し
か
ね
な
い
デ
ジ
タ
ル

改
革
関
連
法
、
そ
し
て
会
期
末
に
は

住
民
運
動
が
規
制
対
象
と
さ
れ
る
懸

念
も
あ
る
重
要
土
地
利
用
規
制
法
な

ど
、
運
用
次
第
で
平
和
で
民
主
的
な

社
会
や
基
本
的
人
権
を
脅
か
す
よ
う

な
多
く
の
問
題
法
案
が
成
立
し
ま
し

た
。
一
方
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
案

は
与
野
党
が
合
意
し
て
い
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
自
民
党
内
の
異
論
に
よ
っ

て
提
出
が
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
退
職
者
連
合
は
、
こ
れ
ら
一
連
の

政
府
・
与
党
の
立
法
姿
勢
に
深
い
憂

慮
の
念
を
表
明
し
ま
す
。

国
会
で
の
論
戦
も
甚
だ
異
常
な
も

の
で
し
た
。
菅
首
相
の
国
会
答
弁
は

明
ら
か
に
質
問
の
趣
旨
か
ら
外
れ
た

原
稿
の
棒
読
み
、
そ
の
繰
り
返
し
で

い
た
ず
ら
に
審
議
時
間
を
浪
費
す
る

な
ど
、
著
し
く
国
会
を
冒
涜
す
る
も

の
で
し
た
。

こ
う
し
た
不
誠
実
な
首
相
の
姿
勢

は
党
首
討
論
や
記
者
会
見
で
も
同
様

で
し
た
。
熟
議
と
説
明
責
任
は
政
治

的
民
主
主
義
の
前
提
で
す
。
こ
の
不

可
解
な
態
度
は
統
治
能
力
の
欠
如
で

あ
り
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
危
機
に

さ
ら
す
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
大
臣
経
験
者
の
公
職

選
挙
法
違
反
や
緊
急
事
態
宣
言
中
の

ク
ラ
ブ
通
い
に
よ
る
離
党
な
ど
与
党

議
員
の
不
祥
事
が
相
次
ぎ
、
国
民
の

政
治
不
信
は
か
つ
て
な
く
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

退
職
者
連
合
は
、
来
る
総
選
挙
や

来
年
の
参
院
選
に
お
い
て
、
連
合
と

連
携
し
な
が
ら
、
国
民
生
活
を
重
視

す
る
野
党
の
勝
利
で
政
権
交
代
を
実

現
さ
せ
る
た
め
共
に
奮
闘
し
ま
し
ょ

う
。

以
上
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第２０４通常国会閉会にあたっての談話

日本退職者連合 事務局長 野田 那智子

三
役
会
と
し
て
協
議
・
確
認

７
月
５
日
の
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
「
第
４
回
三
役
会
議
」

は
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
川
野
副
書
記

長
と
栄
組
織
グ
ル
ー
プ
長

も
加
わ
っ
て
「
第
７
回
組

織
対
策
委
員
会
」
を
兼
ね

て
開
催
し
た
。

主
要
議
題
の
２
０
２
２

年
度
活
動
方
針
案
と
２
０

２
１
年
度
会
計
決
算
報
告
、

２
２
年
度
予
算
案
に
、
組

織
対
策
委
員
会
の
組
織
拡

大
対
応
指
針
（
１
万
人
会

員
実
現
プ
ラ
ン
と
60
歳
以

降
継
続
雇
用
者
に
対
す
る

対
応
）
に
つ
い
て
「
第
２

回
幹
事
会
」
等
こ
れ
ま
で

の
討
議
で
だ
さ
れ
た
内
容

を
含
め
て
意
見
交
換
を
行

い
、
活
動
方
針
案
と
組
織

拡
大
指
針
の
な
か
に
補
強
・

加
筆
、
三
役
会
と
し
て
最

終
確
認
し
た
。
議
論
の
な

か
で
、
現
役
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
方

針
に
お
け
る
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
に
関
す
る
記
述
部
分
の

一
部
加
筆
に
つ
い
て
川
野

副
書
記
長
に
要
請
し
た
。

来
年
７
月
に
は
「
第
26

回
参
議
院
議
員
選
挙
」
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ

Ｍ
は
第
38
回
中
央
委
員
会

Ｊ
Ａ
Ｍ
千
葉
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
「
第
６
回
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
」
は
、
４
月

13
日
に
10
名
の
シ
ニ
ア
会

員
が
参
加
し
、
「
佐
倉
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
」
を
会
場

に
４
ラ
ウ
ン
ド
の
計
36
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

昨
年
度
は
、
残
念
な
が

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
対
策
の

「
緊
急
事
態
宣
言
」
を

受
け
て
、
中
止
に
追
い

込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
る
が
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
会
員
相
互
の
健
康

維
持
と
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
万
全
に
し
た
う
え
で

取
り
組
み
、
熱
戦
が
展

開
さ
れ
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
ゲ
ー

ム
中
は
、
各
自
が
マ
ス

ク
着
用
で
し
た
が
、
違

和
感
も
な
く
好
プ
レ
ー
が

続
出
す
る
な
ど
、
笑
い
の

中
に
も
真
剣
な
ま
な
ざ
し

と
久
し
振
り
の
再
会
に
野

外
で
体
を
動
か
す
こ
と
の

爽
快
感
、
仲
間
と
の
プ
レ
ー

の
楽
し
さ
を
存
分
に
味
わ
っ

て
い
た
。

会
場
は
周
囲
を
森
林
に

囲
ま
れ
た
広
大
な
グ
リ
ー

ン
を
持
ち
、
４
ラ
ウ
ン
ド

を
終
わ
っ
て
手
元
の
歩
数

計
を
み
る
と
８
０
０
０
歩

を
ク
リ
ア
し
て
い
た
。
自

然
の
優
し
さ
に
包
ま
れ
な

が
ら
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
好
評
で
あ
っ
た
。

ゲ
ー
ム
終
了
後
に
は
、

成
績
発
表
が
あ
り
、
Ｐ
Ａ

Ｒ
１
３
２
を
ト
ー
タ
ル
１

１
４
で
回
っ
た
、
関
禎
夫

さ
ん
（
横
河
ブ
リ
ッ

ジ
シ
ニ
ア
）
が
見

事
優
勝
を
果
た
し

た
。最

後
に
千
葉
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
畑

山
会
長
か
ら
「
是

非
、
健
康
に
留
意

し
て
、
今
後
の
千

葉
シ
ニ
ア
の
活
動

に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
の

挨
拶
で
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
出
来

た
。

活
動
方
針
案
、
決
算
・
予
算
案
と

に
お
い
て
比
例
代
表
候
補

予
定
者
と
し
て
「
村
田
き
ょ

う
こ
」
氏
の
推
薦
を
決
定

し
た
。
こ
の
決
定
を
受
け
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
「
村
田

き
ょ
う
こ
」
候
補
予
定
者

の
推
薦
を
決
定
す
る
こ
と

と
し
た
。
ま
た
、
９
月
の

定
期
総
会
と
終
了
後
の
結

成
20
周
年
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

の
持
ち
方
に
つ
い
て
様
々

な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

意
見
交
換
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
開
催

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

千 葉

参
議
院
議
員
比
例
代
表
候
補
予
定
者
な
ど




